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取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラござ 
います。 

IA 警告 I 電気製品は安全のための 
を意事項を守らないと、火災や人身 
事巧になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐた 
めの重要なを意事項と製品の取り扱 
いかたをおしてレます。この取扱説 
巧書をよくお読みのラえ、製品を安 
全にお使いください。お読みになつ 
たあとは、レつでち見られるところ 
に必ず保置してください。 


ステレオ S ニプラグ対応の機器に接続でさまず。 


イ ヤーレシーバー 


‘ウオークマン"や 
‘ CD ウオークマン’ 


イヤーレシーパーの正しい装着方法 
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1 左右を確認し、図のよラに持つ。 

のの印のちには左ち識別巧の突起びあ0ます。 



拉警告 1 の 

安をのために 禁止 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まちびった使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐために 
次のことを必ずお守0 < ださし)。 

• 接続先の取扱説明書ち必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事 I 長を守る。 

• 故障したら使わない。 

• 万一異常び起きたら、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店に修理を巧頼する。 


\Am^ 0 

交通安全のために 


運転中は使用しない 

自動車やバイク、自乾車などの運乾中に、イヤーレシーバーは絶巧に怯わないでくださし1。交通 
事故の原因となります。 

運お中むかでを、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音び聞こえないとを険 
な場所では使わないでください。 



2図のように、本体び耳におさまるようにしっかりと装着する。 

感の印のついたちをちちに、©の印のついた方を左耳に付けてください。 


⑥ ® 



3イヤーピースび耳にをちんと装着されるよラに調節ずる。 


り 

• ちを刺激ずるよラな大ホな音置で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあり せ1^ 

ます。耳を守るため、音量を上げすぎないよラにごま意ください。 W 

• このイ巾ーレシーバーは、音量を上げすざると音び外に漏れます。音最を上げすざて、まわりの人の迷 
惑にならないように気をつけましよう。雑音の多いところでは音量を上げてしまいびちですび、イヤー 
レシーバーで聞くときはいつを呼びかけ5れて返事びできるくらいの音置を目まにしてください。 

• このイヤーレシーバーは、密閉度を高めていますので、強く押された場合、鼓膜などを痛めるを険びあ 
ります。他の人と強く接輔したり、ボールなどび飛んでくるような場所では使用しないでください。また、 
イヤーレシーバーを耳に押しつけると、振動板から音びをじる場合びありますび、故慎ではありません。 

• イヤーレシーバーび肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師またはソニーの相談窓口、 
お買い上げ店にご相談ください。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止してください。 

• イヤーピースはしっかり取り付けてくださし、イヤーピースびはずれて耳に残ると、けびや病気の原因 
となることびあ D ます。 



主な特長 

• ダイレクトバイブストラクチャー採用によりドライバーユニットから鼓膜までの気密を高める 
ことにより漏ミ曳を極限まで減らし、重低音域のグルーヴ感を、あますことなく再現 
• 直径弓 mm のドライバーユニットの小ささを保ちつつ、アングルド’イヤピース構造により、快 
適で安定性の高い装着性を実現 
• 从イブリッドイヤピース (4 種類: SS , S , M , L ) 付属 
• かさばらずアウトドアでの使用でち軽快なフラットコード採用 
• 持ち運びに便利なキャリングポーチ付属 





イヤーピースの正しい装着方ミ去 

イヤーピースびちにフィットしていないと、低音び聞こえないことびあります。より良い音質を 
楽しんでいただ<ためには、イヤーピースのサイズを交換したり、おさまりの良い位置に調整す 
るなど、ぴったりちに装着させるよラにしてください。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着されています。サイズびちに合わないと感じたとさは、付属 
のイヤーピースの中から、最適なをのを選んで交換してください。 

イ ヤーピースび はずれてちに残らないよラ、イ ヤーピースを 交換する際には、イ ヤーレシーバー 
にしつかり取り付けてください。 


イヤーピースのサイズ(巧側の色） 断面図 



イヤーピースび滑りやすくはずしにくいとをは、 
乾いた柔らかい巧で<るむとはずしやす<なります。 


ィヤーピースをごけるとまは 

ィヤーレシーバーの突起部分び完全に隠れるまで、 
ィヤーピースの着色部分を巧し込んでください。 




クリップのほいかた 

1ク1」ップび開かないよラに持ちなび S レバーを軽 < 上げる。 


取り扱い上のごま意 

• このイヤーレシーバーは、力を加えたり重さを加えたりしたまま長時間放置すると、変形して 
しまラ恐れびありまず。保管ずるとをは変形しないよラにしてください。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないでください。 

• ユニット部はていねいに扱ってください。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光のあたる場所には置かないでください。故障 
の原因となります。 

• 常に良い音でお間をいただくために、プラグを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔に保ってく 
ださい。 

• 巧れは、乾いた柔らかい巧で成を取ってください。その際、ユニット部に息を蚊をかけること 
はしないでください。特にプラグ部分を巧れたままにしておくと、音質び悪くなったり、音び 
とざれたりすることびあります。 

• イヤーピース の お 手入れは、イ ヤーレシー バーからイ ヤーピースを はずし、ラすめた中性洗剤 
で手洗いしてください。洗浄後は、 7 j < 気を よくふいてからご使巧ください。 

• イヤーピースは長期の1を巧•保存によ0劣化する恐れびあ0ます。 

イヤーピースは消耗品です。イヤーピースび破損し交換する場合は、別売りの EP-EX10 シリー 
ズ (SS、S、M、L の各サイズ)をお買いホめください。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にごネ目談くだ 
さい。 


爵電気に関ずるごミ主意 

空気び乾燥する時期にちにピ U ピ U と痛みを感じることびあ0ますび、イヤーレシーバーの故障 
ではな<人体に蓄積される静電気にぶるちのでず。静電気の発生しに<い天然素がの巧服を身に 
着けていただ<ことによ〇醫減されます。 


保証書と アフターサービス 

巧証書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

• イ呆証期間は、お買い上げ日より1年間です。 


2レバー下部のみぞにコードを入れる。 


アフターサービス 


ご注意 

• レバーび上びりきった巧態と下びっているげ態では、みぞにコードを入れることびできません。 
• コードを突起部に引っかけたり、みぞへ無理に巧し込んだりしないで<ださい。断線ずるおそ 
れびあります。 

• コードを取り付けた巧態のまま、ク U ップの位置を変更しないで < ださい。断線ずる恐れびあ 
ります。 



調子び悪いとさは 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ<ださい。 

それでち具合が悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相談<ださい。 

な罰期間中の幢理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 

詳し < は保証書をご覧 < ださし、。 

な罰期間経過後の幢巧は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望によ0有料修理させていただをます。 


まな仕様 

形式： 密閉ダイナミック型 

ドライバー ユニット： 弓 mm、 ドーム型 (CCAW 探巧） 

最大入力： lOOmWdEC*) 

インピーダンス： 16 0(1 kHz にて） 

音圧感度： 103dB/mW 

再生周放勘帯域： 5〜23,000 Hz 

コー ド： 約 1.2m (Y 型、フラット） 

プラグ： 金メッキ L 型ステレオ S ニプラグ 

質量： 約4 g (コード 含まず） 

付属品 

イ中ーピース (SS、S、M、L 鲁 2) 

キヤ1」ングポーチ （1) 

クI」ップ (1) 

取扱説明書 (1) 

保証書 （1) 

* IEC (国隙電気標準会議)規格による測定値です。 

本磯の仕様および列■観は、改良のため予告なく蜜要することびありますが、ご了承ください。 
‘ウオークマン’、 ‘WALKMAN’’、"WALKMAN’ □ゴは、ソニー株式会社の登録商標です。 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳し<はウェブ上の案内をご覧<ださい。 

パソコンから 

http://www.sonv.co.jp/avp-reqi/ 


携帯電話から 

2次元コード対応のカメラつさ携帯電話の読み取 D 機能で 
ご利巧 < ださい。 



hl:tp:/7req.msc.m.sony.jp/avp/ 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームページをごま用ください。 


胁、方巧致な口 


http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル . 

携帯電話 -PHS •—部の IP 電話- 


修理巧設巧口 


0120-333-020 
046巨-3 1-2 己11 


フリーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話' PHS 一部の I P 電話-' 0466-31-2531 

《取扱説巧き • U E〕 ン等の購入相談はこちらへお問し怡わせ < ださい。 

FAX (共ほ）01 20-333-389 


左記き号へ接続を、 
最初のガイダンスび 
流れている間に 

r30 9j+r#j 

を巧してください。 

直お、担当窓口へ 
おつなざします。 


ソニー株式会社〒1 08-007 已東京都港区港南1 -7-1 













